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加硫活性剤ノックマスタ ー EGS (9) 

過去に， EGSはシリカ配合ゴムの加工性改良が認めら

れたことを紹介した見今回は， EGSによって熱処理した 、

(VN3) の効果について， EGS/シリカ併用系と比

また， 市販のシランカップリング剤で処理されて

(coupsil8113)も併せて評価した． 熱処理は，

シリカとEGSをヘンシェルミキサ ー で， 90℃ X lQ分

(465rpm)混合することで行った. EGSは， シリカに対

して 4.8w%(以下， EGS① )， 9.lw%(以下， EGS② ) 添

加した. A練り（バンバリーミキサ ー ）で， シリカ， EGS

などを添加し， B練り（オー プンロール ）で加硫系を添加

シリカ

較した．

いるシリカ

した．

表1に加硫試験とム ー ニ ー スコ ー チ， 図 lに加硫曲線を

示した. EGS①とEGS②は， シリカ(VN3)単独， と比

較して Vm, MH (3o)が低下する． さらに， A練りで配合

したシリカ/EGS配合とほほ同等の加硫となり， 熱処理に

よる優位性は認められない. EGSはシリカの分散改良が

みられるが， MH (30)が coupsil8113より低いことからカッ

プリング剤としての効果はないと考える．

次回は加硫ゴム物性について紹介する．

実験

1. 配合

JSRl 723 137.5, 酸化亜鉛5, N220 10, ステアリン酸2,

ァロマ系オイル ※1 10, 6C 1, サンノック2, 硫黄1.5,

CZ 1.5, D 1.0 試料（図， 表中に記載 ）
※1VIVATEC 500 (スタ ー リーオイル（株））

,2. 試験項目

(1) ヵn而命］式馬灸； 160℃,

(2) ムー ニ ー スコ ー チ試験； 135℃,

レオメ ータ ー MDR2000

ML 
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ここに記載した内容は， 細心の注意を払って行った試験

に基づくものでありますが， 結果をすべて確実に保証する

ものではありません．
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表l 加硫試験とム ー ニ ー スコ ー チ試験

加硫試験(160℃)
試料

ム ー ニ ー スコ ー チ
ML 135℃ 

VN3 60phr 
VN3 60phr/EGS 5phr 

coupsil8113 60phr 
EGS① 60phr 
EGS② 60phr 

MH(30) 

[dN·m] 
11.6 
7.2 

12.7 
8.1 
7.3 

M1 
[dN·m] 

5.3 
1.3 
1.7 

8.8 
4.7 

1.6 
1.3 

tc(lO) 
[min] 

9.3 

8.5 
8.2 

tc(90) 
[min] 
24.3 
15.7 
12.9 
16.4 
H.5

Vm ML1+4 

3,1 
27 

73 
30 

35 38 
30 36 
27 31 

t5 
[min] 
59.3 
40.4 
24.4 
40.7 
36.6 
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